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～ 論 地 ヶ 原 の 選 定 ～

愛 知 県 西 加 茂 郡 挙 母 町 （ 現 豊 田 市 ） は 三 河 地 方 の 繭 取 引 の 中 心 地 で あ っ た が 、 昭 和 不 況 で 養

蚕業が衰退する中 、町長中村寿一 は優良工場の誘致による町の 再生を目指した。折か ら ､1933(昭

和 8 )年 11月 、 豊 田 自 動 織 機 製 作 所 か ら 、 挙 母 町 下 市 場 （ 通 称 論 地 ヶ 原 ） の 58万 坪 を 自 動 車 工

場 用 地 と し て 買 収 し た い と 申 入 が あ っ た 。 論 地 ヶ 原 を 選 ん だ の は 、 自 動 車 づ く り に 情 熱 を 傾 け

て い た 豊 田 佐 吉 の 長 男 、 喜 一 郎 で 、 名 古 屋 か ら の 距 離 も 近 く 、 敷 地 の 横 を 三 河 鉄 道 や 省 営 バ ス

岡多線が走り、交通の便も良いことが 選定の理由であった。

1934 (昭 和 9 )年 7月 、 町 と 会 社 と は 、

① 昭 和 9年 9月 ま で に 挙 母 町 内 の 用 地 5

0万 坪 以 上 を 取 り 纏 め 豊 田 自 動 織 機 製

作 所 に 譲 渡 す る 、 ② 分 譲 価 格 は 坪 あ た

り 20銭 と す る こ と を 、 取 り 決 め た 。 地

主 は 180人 に 及 び 交 渉 は 難 渋 し 、 一 時

会 社 か ら 契 約 解 消 の 話 も 出 た が 、 中 村

町 長 を 中 心 に 町 の 工 場 誘 致 委 員 会 が 熱

心 に 説 得 し 、 1935 (昭 和 10 )年 12月 、

58万 坪 の 用 地 買 収 が 完 了 し た 。 坪 当 た

り 30銭 で の 買 収 と な っ た が 、超 過 分（ 7.

7万 円 ） は 後 の 税 金 で 賄 う こ と と し 、

一 時会社側で負担した。
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